
公立大学法人埼玉県立大学第３期中期目標（案）新旧対照表【主要項目－その 】 
 第２期中期目標 

（平成２８年度～令和３年度） 

第３期中期目標（案） 

（令和４年度～令和９年度） 

主な改正理由 意見・指摘等 

進
路
決
定
率 

２ 学生への支援に関する目標 

(２)就職支援等に関する目標 

ア 学生が早い段階から将来への目的意識を明確

に持ち、自己の将来設計を考えられるよう、就

職や自立に向けたキャリア教育に積極的に取り

組み、進路決定率（就職・進学）１００％を目

指す。 

２ 学生への支援に関する目標 

(２)就職支援等に関する目標 

ア 学生が早い段階から将来への目的意識を明確

に持ち、自己の将来設計を考えられるよう、就

職や自立に向けたキャリア教育に積極的に取り

組み、進路決定率（就職・進学）１００％を目

指す。 

≪指標と数値目標を継続≫ 

 

・現実的に達成困難な

目標である。 

県
内
就
職
率 

イ 県内就職先の新規開拓に積極的に取り組むと  

ともに、就職に関する情報提供・相談体制の更  

なる充実を図り、平成３３年度までに県内就職  

率６０％を目指す。 

イ 県内医療・福祉・産業界等や卒業生との連携

強化、県内就職先への学生の関心を高める取組

の実施、就職に関する情報提供・相談体制の更

なる充実等を図り、令和９年度までに県内就職

率６０％を目指す。 

≪指標と数値目標を継続≫ 

 

○県内就職率の向上を目指す取組の方

向性をより具体的に明記した。 

・県内出身学生の比率

を高める取組や県内就

職先への学生の関心を

高める取組が必要。 

科
学
研
究
費
助
成
金 

３ 研究に関する目標 

(１)研究の方向性及び成果に関する目標 

ア 研究の方向性 

 急速な高齢化の進行に伴う新たな保健・医療・ 

福祉ニーズへの的確な対応など、地域の諸課題

や時代の先端を見据えた実用的かつ実践的な研

究に積極的に取り組むとともに、各事業年度に

おける科学研究費助成金の採択件数６５件を目

指す。 

３ 研究に関する目標 

(１)研究の方向性及び成果に関する目標 

ア 研究の方向性 

  急速な高齢化の進行に伴う新たな保健・医療・ 

福祉ニーズへの的確な対応など、地域の諸課題

や時代の先端を見据えた実用的かつ実践的な研

究や、より大型の研究に積極的に取り組む。 

 

≪指標・数値目標を削除≫ 

○中期目標では数値目標を定めず、中期

計画において数値目標を定めた上で、よ

り質の高い研究への積極的な取組を推

進する。 

 

○件数の目標はこれまでに達成されて

いるため、より大型の研究への取組など

大学の発展段階に応じた新たな目標を、

大学の自主的・自律的な判断により設定

することとするもの。 

 

・件数の目標は達成し

ており、今後は研究の

質の向上、大型研究の

採択に向けた取組が必

要。 

 

・外部資金の獲得など

自主財源確保の努力は

しっかりするべき。 

自
主
財
源
比
率 

４ 自主財源の確保に関する目標 

  自己収入の確保、経費の抑制、資産の運用管理 

に総合的に取り組み、各事業年度における自主財 

源比率（施設の大規模改修、高額備品の更新、退

職給与金に係る経費は除く。）を４４％以上とす

る。 

 

４ 自主財源の確保に関する目標 

  自己収入の確保、経費の抑制、資産の運用管理 

に総合的に取り組み、各事業年度における自主財 

源比率（施設の大規模改修、高額備品の更新、退

職給与金に係る経費は除く。）を４４％以上とす

る。  

≪指標と数値目標を継続≫ 

 

 

・外部資金の獲得など

自主財源確保の努力は

しっかりするべき。 
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公立大学法人埼玉県立大学第３期中期目標（案）新旧対照表【主要項目－その 】 
 第２期中期目標 

（平成２８年度～令和３年度） 

第３期中期目標（案） 

（令和４年度～令和９年度） 

主な改正理由 

 

評価委員会における 

意見・指摘等 

 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（３） 

 イ（新設） 

大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 研究に関する目標 

（３）教育の質の向上に関する目標 

 イ 専門職連携教育の推進 

   地域共生社会の実現など地域の課題解決を図

ることができる人材の育成に資する専門職連携

教育の一層の充実を図るとともに、その意義や

方法等についての積極的な情報発信に努める。 

○評価委員の意見を踏まえ、埼玉県立大

学の強みである専門職連携教育の充実

や情報発信を明記。 

・県立大学の強みであ

る専門職連携教育を充

実させ、それが社会に

どう貢献しているかと

いうことを評価し、発

信していくことが必

要。 

 自己点検・評価及び当該情報の提供に関する目標 

１（新設） 

自己点検・評価及び当該情報の提供に関する目標 

１ 定量的指標の活用に関する目標 

   ＩＲの活用により教育、研究、社会貢献活動な

ど大学運営の各分野において業績評価指標を整備

してその動向を検証・評価し、継続的に自己改善

を図る体制を確立する。 

  また、ＰＤＣＡサイクルを効果的に機能させる

ため、定量的な目標設定に努める。 

 

○評価委員の意見や地方独立行政法人

法の改正趣旨を踏まえ、継続的な自己改

善を図る体制整備や定量的な目標設定

に努めることを明記。 

 

IR（Institutional Research） 

 大学運営に関する情報収集・分析 

・数値目標を掲げ、そ

れを目指して取り組む

ことが非常に重要。 

 

・ＰＤＣＡサイクルを

機能させるためには、

具体的な目標設定が必

要。 

 その他業務運営に関する重要目標 

（新設） 

 

 

 

３ 社会的責任に関する目標 

  法令等の的確な遵守、人権意識の向上など、大

学の社会的責任を十分に踏まえた取組を積極的

に実施する。 

その他業務運営に関する重要目標 

３ 危機管理に関する目標 

  首都直下地震等の大規模災害及び新興感染症

の発生等に対応するため、業務継続計画（ＢＣ

Ｐ）の作成等により危機管理体制を強化する。 

４ 社会的責任に関する目標 

  法令等の的確な遵守、人権意識の向上、ダイ

バーシティの推進など、大学の社会的責任を十

分に踏まえた取組を積極的に実施する。 

 

○評価委員の意見を踏まえ、災害や新興

感染症を想定したＢＣＰの策定や多様

性の尊重等を明記。 

・新型コロナウイルス

感染症により生活様式

などの変革がもたらさ

れており、大学運営に

もＢＣＰの策定や多様

性の尊重などが求めら

れる。 

 

 

 

 

評
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意

見

関
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